
　
　北の大地を支える持続可能な下水道（防災・安全）（重点）

　令和２年度　～　令和６年度　（５年間） ○

23,184 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 0.11 ％

〇 〇 － －

Ａ　基幹事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 R2 R3 R4 R5 R6

A07-150 下水道 北海道 別海町 直接 － 終末処理場 改築 別海終末処理場 69

A07-151 下水道 北海道 別海町 直接 － 終末処理場 改築 走古丹終末処理場 39

A07-152 下水道 北海道 別海町 直接 － 管渠（雨水） 新設 第９排水区（浸水対策） 76

合計 184

備考等 個別施設計画を含む 国土強靱化を含む 定住自立圏を含む 連携中枢都市圏を含む

交付対象 　50市町村

1 下水道施設におけるストックマネジメント計画策定率を89.9％（R2当初）から100.0％（R6末）に増加させる。

ストックマネジメント計画策定数/（３流域下水道（道）＋１特定公共下水道（道）＋１４４市町村）
133　/　148　＝　89.9％（R2当初）　148　/　148　＝　100.0％（R6末）

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

Ｒ２当初 Ｒ６末

社会資本総合整備計画　防災・安全交付金 令和２年４月１日

計画の名称

計画の期間 重点配分対象の該当

42% 100%

89% 100%

計画の目標
　下水道における北海道共通の課題解決に向け、共同策定主体の市町村と意思統一を図り、情報を共有し起動的に事業執行を図ります。
　具体的には人口減少社会の到来等社会経済情勢の変更を踏まえた適切な汚水処理計画を立て、地域特性に応じた整備手法の導入等を検討し、効果・効率的な下水道整備を行い、生活環境の改善、公共用水域の水質保全、浸水被害の軽減、資源の循環形成を図り、持続可
能な社会資本整備を行います。

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 23,157 0 27 0 効果促進事業の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

2 下水道による浸水対策の達成率を42.8％（R2当初）から43.3（R6末）に増加させる。

浸水対策実施済み面積（ha）/浸水対策整備対象区域面積（ha）
25,182.9　/　58,883.2　＝　42.8％（R2当初）　25,467.0　/　58,883.2　＝　43.3％（R6末）

番号 事業者 種別1 種別2 要素となる事業名 事業内容 市町村名
全体事業費
（百万円）

費用
便益比

個別施設計画
策定状況

自家発電設備 別海町

自家発電設備 別海町

雨水管φ1500mm　L=1,200m 別海町


